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学級会で  豊かな学級・学校生活を  

校長  本多  妃佐子  
 
熱海市で発生した土石流の事故は大変痛ましいものでした。今も救出作業が続いています。犠牲

になられました方々のご冥福をお祈りしますとともに、被害に遭われました方々には早く日常の生
活が戻りますよう、願っているところです。 

さて、令和３年度前期の学校評価にご協力いただき、ありがとうございました。 
右面で詳細をお知らせいたします。その中で、「１４．学校は特色ある取組や教育を進めている」

の項目で、「当てはまる」「大体当てはまる」の肯定的なご意見が７０．１％と、厳しい評価をいた
だきました。 

そこで、宮田小の特色ある取り組みをご紹介します。 
宮田小では平成２５年度から、「みんなで作ろう楽しい学校」を合言葉に、学級活動 児童会活

動 クラブ活動 学校行事における多様な集団活動を通して、支え合い、高め合う学級にしようと
全校で取り組んでいます。子供から「今日は学級会がある日だよ。」とか「学級会の議題は〇〇だ
よ。」「司会グループ（計画委員会）だから、今日の休み時間はあそべない。」など、学級会の話を

聞いたことはあるでしょう。 
学級の中で困っていることやよ

り良くしたいこと、みんなが楽しく
なることなどを議題に出して、質疑
応答、賛成意見や反対意見などを述
べながら、考えをまとめ合意形成   
を図ります。 

 
【図１】６年 学級会の様子 【図２】１年 学級会の様子 

 
学級会を通して、課題解決力や自治的能力が育まれます。 
また、学級指導で健康や安全など、日々の生活の向上のために、

一人一人が目標を決めて取り組む活動を行っています。ご家庭に
１週間の頑張り表などを持ち帰って、子供が取り組んでいるあの 
表です。                         【図３】２年 学級活動の様子 

 
そのほかに、「縦割り活動」「学級の時間」「委員会活動」「クラブ活動」「係活動」などでも、自

発的に学校生活を豊かにできるよう、教師と子供たちで取り組んでいます。千葉県でこの活動に取
り組んでいるのは、八千代市立大和田小学校と宮田小です。 
 学校はまさに小さな社会です。課題を出し合って、話し合い、納得のいく解決を見出していくこ
れらの活動は、将来職場で、家庭で、自治会で、議会で、サークル活動で・・・生かされていきま
す。 

◇海外も「Tokkatsu」に注目◇ 
宮田小が取り組んでいるこれらの活動＝特別活動は、集団で協力し合い、問題を解決していく、

日本の教育として海外の教育関係者からも注目されています。 
 

 

 

令和 3 年度 前期 学校評価保護者アンケート 結果  

 
保護者ボランティア＆職員プール清掃    ご協力ありがとうございました 
 
 7 月 7 日、14 時よりプール清掃

がありました。保護者ボランティアの
皆様にご協力をいただき、ありがとう
ございました。真っ青な底面が 1 年
半ぶりに見られました。気温の高い中、
プール、プールサイド、更衣室の付近
まできれいに磨いていただきました。 

また、宮田のヤゴを見た子供たちが、
「いいな。」「1 匹ちょうだい。」と集まってきました。 

 
 七夕の笹飾り 

 3 年生がお世話になっている梨の先生 岡本さんから笹をいただきまし
た。柏井町にお持ちの山から切って、JA 市川の中條さんと届けてくださ
いました。色紙で飾りを作ったり、短冊に願い事を書いて笹に飾ったりし
た保護者の方も多いのではないでしょうか。 
 五節句の一つに数えられる七夕は、日本古来の年中行事である「棚機」
と、中国から伝わった「乞巧でん」が由来しているそうです。「乞巧でん」は、織姫にあやか
り機織りや裁縫の上達を祈る行事だそうです。のちの世には、機織りや手芸だけでなく芸事や
書道といった手習い事の上達を願う行事となりました。 
   





 


